
　地域住民の悲願である食品スー
パーの長期に渡る営業を可能にす
るためには、わざわざ来店しても
らう取組が必要。そのための効果
的な戦略はワンストップショッピ
ング。ショッピングセンター化に
向けて、事業者の用地確保や出店
の働きかけなど支援してほしい。

　ショッピングセンター化は、未
決定であるが、事業者の開発意向
が固まった際には、必要に応じて
出店候補事業者への働きかけ等を
行いたい。また、用地確保につい
ては、原則事業者で行うこととな
るが、事業者からの相談に応じる
等、可能な範囲で支援したい。

　市民からの要望が強い側溝の蓋
がけが、なかなか進まない状況で
ある。従来どおりのペースでは、
半永久的に終わらない。ある年度
に集中的に予算を確保して進める
必要があると考える。道路の補修
予算との配分を見直すべきでは。

　蓋架け事業については一般財源
での対応となるため、予算の積み
増しが難しいところだが、提案に
ついては道路改良等の進捗状況を
勘案しながら検討していきたい。

問 側溝への蓋がけの
促進について 答 道路改良等の進捗状況を

勘案し検討する

　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

問 御成街道ベルクの
SC化の必要性 答 可能な範囲で

支援していきたい

12月議会定例会の一般質問は、15名の議員が38項目について行いました。
◆石渡　征浩 議員　
　○県道さいたま幸手線ベルクを核テナントとしたミニ
SC化について

　○避難所の体制について
　○側溝への蓋がけの促進について
◆渡辺　聡一郎 議員　
　○子育て世代に選ばれる街へ
　○PTAについて
　○防災・防犯力の向上について
◆中川　幸廣 議員　
　○インクルーシブ的発想でのまちづくりを
　○街バルの成果は
◆斎藤　信治 議員　
　○特別支援学級の小中連携について
　○子ども基本計画の策定を
　○公用車のEV化推進
◆大島　勉 議員
　○市長公約・公言の進捗について
　○デジタル行政推進に向けて
　○市民への対応について
　○これからの介護予防の取組は
◆遠藤　誠 議員
　○自家用車によるドアToドアのインパクト
　○のりあい交通に関する補助金の減額について
　○資源としての集会所
　○エリアマネジメントについて
◆松本　栄一 議員
　○マイナンバーの管理について
　○プラスチックごみの削減について

◆菱沼　あゆ美 議員
　○こもれびの森の魅力向上について
　○まちの安全対策について
　○子宮頸がん予防ワクチンとがん対策について
◆中山　廣子 議員
　○子育て世帯への包括的な支援の重要性について
　○大人も子どもも楽しめるスケートパークの整備について
◆関口　昌男 議員
　○南小学校周辺の整備問題について
　○生活福祉資金貸付制度の現状と今後について
◆山﨑　巨裕 議員
　○学童保育について
　○生徒指導提要改訂について
◆野々口　眞由美 議員
　○教員の働き方改革について
　○教育委員会内の連携について
◆黒須　大一郎 議員
　○Ｗｉｔｈコロナに向けた新たな段階としての学校教育等を問う
　○公共施設統合再編の実施計画策定は進んでいるのか
　○消防団の今と将来は
　○白岡消防署の現状と今後を問う
◆石原　富子 議員
　○西小学校の教室不足について
◆加藤　一生 議員
　○「エリアマネジメントによるまちづくりの推進」について伺う

※１人につき２項目までを要約して掲載しています。

　母子保健・児童福祉一体的相談支援機関開
設事業、道路新設改良事業２路線、電気料金
の引上げなどに対応するため、２億７千293
万４千円を補正する。
問　道路新設改良事業について今回の２路線
は、側溝蓋架け事業と同様の点数化による順
位付けなのか。その点数をお聞きし、道路新
設改良事業化への順位付けの説明を求める。
答　道路新設改良事業については、現在、調
査測量等を実施している８路線について、順
次、整備を行うこととしている。なお、順位
付けについては、地元の理解が得られていな
い路線もあり、地元の協力などを考慮して整
備を進めているため、点数化による順位付け
はしていない。
問　郵便局もマイナンバーカードの交付申請
事務に協力する意向があるようであるが、今
後も郵便局にこうした窓口を置くことは考え
ていないのか。

答　今年度は、限られた補助金を現状のよう
に有効活用を図る予定でいる。来年度、普及
促進を図る施策を検討するなかの一つに加え
ていく。
問　電気料は、エネルギー価格の高騰による
負担分の支援であれば、西児童館だけではな
く東児童館も該当するのではないか。
答　東児童館は、保健福祉総合センター（は
ぴすしらおか）で一体的に管理していること
から所管が健康増進課となる。
問　自殺対策計画推進事業について、「ここ
ろの体温計」のアクセス数はどれくらいか。
答　10月末時点で、１か月平均1783件のアク
セス数である。市内外の割合は、市内65％、
市外35％であり、男女の割合は、男性40％、
女性60％である。主に30代、40代が多いが、
７月に市内中学生に心のお守りを配布したた
め、７月と８月は10代のアクセスが多い。
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